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大きな地震が発生したことを素早く検知し、
大きな揺れ（S波）が来る前に、お知らせする情報です。

緊急地震速報とは

ＮＨＫ クローズアップ現代
命を守る１０秒間

平成１８年７月４日
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緊急地震速報による余裕時間の例
（想定東海震源域の南端付近に震源）

地震
発生

静岡（震度６強以上）

大きな揺れ到着まで
約１０秒の猶予

速報
発表

（処理・伝送）

図中の数字は、発表開始から大きな揺れ到達までの時間(秒)

東京（震度５強）

大きな揺れ到着まで
約４０秒の猶予

小田原（震度６弱）

大きな揺れ到着まで
約２５秒の猶予

観測点で
地震波を検知

震源
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緊急地震速報による余裕時間の例
（平成１６年新潟県中越地震）

図中の数字は、発表開始から大きな揺れ到達までの時間（秒）

震源
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緊急地震速報の活用

○緊急地震速報が発表されてから、実際に

大きな揺れが来るまでには、わずか数秒～

十数秒の猶予時間しかありません。

○しかし、このような短い時間であっても、

あらかじめ対応を決め、訓練を行うことで、

災害を軽減することが期待できます。
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実際の活用例
鉄道の制御による
乗客の安全確保

工事現場での
安全確保

医療現場における
患者の安全確保 ＮＨＫ クローズアップ現代

命を守る１０秒間

平成１８年７月４日
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想定される緊急地震速報の伝達手段

気象庁 テレビ・ラジオ

情報配信
サービス会社等

市町村

施設管理者等

大地震です

J-ALERT

地震が来ます

集客施設

緊急地震速報 千葉県で地震
強い揺れの地域 東京 千葉

緊急地震速報 千葉県で地震
強い揺れの地域 東京 千葉

緊
急
地
震
速
報
の
伝
達
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緊急地震速報をテレビで放送する際のイメージ

潟潟新新東東関関北北東東域域地地ののれれ揺揺いい強強

震震地地でで沖沖城城宮宮報報速速震震地地急急緊緊
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消防庁

全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）による
緊 急 地 震 速 報 の 伝 達

気象庁

緊急地震速報

人工衛星

（役場）

（屋外）

（公民館等）

（家庭）

市町村

防災行政無線

大地震です

大地震です
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緊急地震速報の受信端末の例
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課題
○緊急地震速報の利用の促進
○緊急地震速報の利用に伴う混乱の防止

「検討会」としての取組み
『緊急地震速報利用の心得』を作成し、
徹底的に周知・広報する

緊急地震速報の課題
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集 客 施 設

(館内放送)
緊急地震速報です

とにかく外へ！

「緊急地震速報の利用の心得」の周知徹底

・あわてて出口や階段に殺到しない

「緊急地震速報の利用の心得」の周知が不十分

・照明などの下からは離れる

(館内放送)
緊急地震速報です

そのままの姿勢で
お待ち下さい！

○

×
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自 動 車 運 転 中

「緊急地震速報の利用の心得」の周知が不十分

・あわててスピードを落とさない

・ハザードランブを点灯した後、急ブレーキは踏まずに、緩やかに減速

「緊急地震速報の利用の心得」の周知徹底

(ラジオ等)
緊急地震
速報です

ドンッ！

急ブレーキ

(ラジオ等)
緊急地震
速報です

ハザードランプの点灯
（後方車への注意喚起)

前方の車に何か
あった？注意しよう！

どうして？

○

×
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まとめ

○緊急地震速報の提供開始 本年９月頃予定

○様々な施設において、減災に向けた利活用に
管理者が取り組むことを期待

○家庭などの一般向けには、『緊急地震速報利
用の心得』の周知徹底が必要

○緊急地震速報の利活用の促進、利活用に伴う
混乱防止に向けた政府一丸の取り組みが必要
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